
第 167 号

令和 6 年  1 月 26 日 発行

年間を通して集客できる「通年型山岳リゾート」を目指し、建設していたゴンド
ラと、天狗山ゲレンデ山頂のレストランが完成。「パルスゴンドラ天狗」はスキ
ー場入り口近くからゲレンデ山頂までの 473 メートルを通常５分程度【注】でつ
なぎます。レストラン「クリスタル天（そら）」は江戸前寿司を提供。
新しく生まれ変わった草津温泉スキー場へ是非足を運んでみてください。

【注】天候等により運転速度が変更になります。
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条
　
例
　
制
　
定
　
等

○
議
案
第
１
号　

総8 

88

条
例
の
左
横
書
き
等
の
整
備
に

伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

現
在
縦
書
き
の
条
例
等
を
左

横
書
き
に
改
め
る
た
め
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
２
号　

議8 

88

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
一
般

職
の
給
与
・
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
の
支
給
率
改
定
に
鑑

み
、
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
見
直
し
の
た
め
条
例
の
一

部
改
正
を
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
３
号　

民8 

8

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
し
て
い
る
箇
所
を
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
関
係

条
例
の
一
部
改
正
を
し
ま
し

た
。

○
議
案
第
４
号　

総8 

88

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
職
員

（
任
期
付
職
員
、
会
計
年
度
任
用

職
員
を
含
む
）
の
給
与
水
準
の
改

定
お
よ
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
見
直
し
を
す
る
た
め
条

例
改
正
を
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
５
号　
民
8
8 

88

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る
国
民

健
康
保
険
税
を
免
除
し
、
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
策
の
一

環
と
し
て
、
出
産
被
保
険
者
の
均

等
割
額
を
減
額
し
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
及
び
税
率
改
正
に
伴
う
軽

減
税
率
の
改
正
に
つ
い
て
、
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を

し
ま
し
た
。

○
議
案
第
６
号　

総8 

88

千
客
万
来
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
冬
期
診
療
所
の
経
営
を
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
条
例
の
削
除

と
整
理
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
７
号　

総8　
　

索
道
旅
客
運
送
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗
の
安

全
か
つ
安
定
的
な
運
営
並
び
に

維
持
管
理
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
条
例
の
一
部
改
正
を
し

ま
し
た
。

○
議
案
第
８
号　
総
8
8 

88

町
営
ス
キ
ー
場
等
の
管
理
及
び

利
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗
及
び

ク
リ
ス
タ
ル
天
（
そ
ら
）
の
安

全
か
つ
安
定
的
な
運
営
並
び
に

維
持
管
理
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
条
例
の
一
部
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
併
せ
て
草
津
温
泉

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
冬
期
診
療

所
の
経
営
を
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
条
例
の
削
除
と
整
理
を
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
17
号　

総　
　
888

8

工
事
請
負
契
約
事
項
の
変
更

【
契
約
の
対
象
】
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
草
津
温
泉

門
建
設
工
事

【
契
約
金
額
】

(
変
更
前)

１
億
１
千
990
万
円

(

変
更
後)
１
億
４
千
249
万
４
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】
群
馬
県
吾

妻
郡
草
津
町
大
字
草
津
266-

14

（
株
）
武
藤
組

代
表
取
締
役　

武
藤　

恭
平

【
契
約
の
方
法
】

指
名
競
争
入
札　

設
計
変
更
に
伴
う
契
約
の
変
更

〇
議
案
第
18
～
19
号　
民
8
8

8

工
事
請
負
契
約
事
項
の
変
更

【
契
約
の
対
象
】

①
立
体
交
差
機
械
設
備
工
事

②
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
中
央
通
り
整
備
工
事

【
契
約
金
額
】

①(

変
更
前)

１
億
７
千
820
万
円

　

(

変
更
後)

１
億
９
千
67
万
４

千
円

②(

変
更
前)

６
千
237
万
円

　

(

変
更
後)

７
千
702
万
２
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】
群
馬
県
吾

妻
郡
草
津
町
大
字
草
津
266-

14

（
株
）
武
藤
組

代
表
取
締
役　

武
藤　

恭
平

【
契
約
の
方
法
】

指
名
競
争
入
札　

設
計
変
更
に
伴
う
契
約
の
変
更

〇
議
案
第
20
号　

温　
　
　

8888

温
泉
引
用
許
可
に
つ
い
て

【
施
設
名
】(

仮
称)

Ｒ
Ｓ
Ｖ
草
津

【
源
泉
名
】
万
代

議案はそれぞれの担当委員会で詳細な審議が
行われた後、最終日の本会議で議決されました。

総8 … 888総務観光常任委員会8
民 … 8888 民教土木常任委員会　

温8 8… 88温泉温水対策特別委員会
議8 8… 88議会運営委員会

定 例 会定 例 会

契

約
（

変

更

）
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協

議

訴

訟

【
給
湯
量
】
15
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
楽
天
信
託
（
株
）

代
表
取
締
役　

柴
垣
宏
行

〇
議
案
第
21
号　
温　
8
88

8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】
ア
イ
ビ
ー
草
津
寮

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

新　

（
株
）
ア
イ
ビ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　

代
表
取
締
役　

黒
岩
達
雄

旧　

大
和
会
館
（
株
）

　
　

代
表
取
締
役　

高
椋
喜
幸

〇
議
案
第
22
号　
温　
8
88

8

温
泉
引
用
増
量
許
可

【
施
設
名
】
湯
畑
泉
水(

浴
槽
新

設)【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
80
ℓ
／
分(

増
加
湯

量
71 
ℓ
／
分)

【
申
請
者
】
（
株
）
ニ
ュ
ー
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役　

小
林
恵
生

〇
議
案
第
23
号　
民　
　8
888

8

吾
妻
環
境
施
設
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議

　

規
約
に
お
い
て
共
同
す
る
事

務
を
「
ご
み
処
理
施
設
及
び
そ

の
付
帯
施
設
の
施
設
に
関
す
る

事
務
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
ご

み
処
理
施
設
設
置
後
も
継
続
し

て
施
設
の
管
理
及
び
運
営
を
行

い
、
運
営
主
体
が
明
確
と
な
る

よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
24
号

8

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
荒
木　

彰
彦
さ
ん
（
再
任
）

〇
議
案
第
25
号　
総　
8
88

8

訴
訟
の
提
訴

　

相
手
方
に
対
し
、
対
象
物
件

に
か
か
る
建
物
の
収
去
及
び
土

地
の
明
渡
し
を
求
め
る
と
と
も

に
、
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
が

完
了
す
る
ま
で
の
間
、
土
地
所

有
権
の
使
用
収
益
を
妨
げ
る
権

限
の
な
い
本
件
土
地
を
占
有
し

て
い
る
と
い
う
不
法
行
為
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
よ

り
、
借
地
料
相
当
額
と
し
て
、

連
帯
し
て
、
年
額
17
万
６
千
640

円
の
金
員
の
支
払
い
を
求
め
る

も
の
で
す
。

〇
報
告
第
１
号　

第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に
か

か
る
決
算
報
告

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
組

合
、
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
、

吾
妻
環
境
施
設
組
合
の
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
第
２
号

温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

【
施
設
名
】
い
で
湯
荘

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
25
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
新　

森
田
知
明

　
　
　
　
　

旧　

森
田
英
治　

報
　
　
　
　
告

人

事

第三セクターとは？

地域開発などのため
に、地方公共団体（第
一セクター）と民間
企業（第二セクター）
が共同出資して設立
する事業体のこと。

令和５年度　１２月補正予算　（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第９号
一般会計（第５次）　総8・8民88

+ 4 億 4,412 万円

ふるさと納税事業 + 2 億 2,280 万円

61 億 1,514 万円

住民税非課税世帯への価格高騰重点
支援給付金事業（追加給付） + 6,940 万円

第 6 回草津町くらし応援商品券事業 + 6,198 万円
町内事業者振興事業 + 3,460 万円
一般廃棄物処理事業 + 800 万円
立体交差建設事業 + 600 万円
その他 + 4,134 万円

議案第１０号
国民健康保険特別会計（第１次）　民88

+ 350 万円 一般被保険者高額療養事業 + 200 万円 7 億 9,773 万円その他 + 150 万円
議案第１１号
介護保険特別会計（第 2 次）　民88

+ 1,497 万円 居宅介護サービス給付事業 + 1,013 万円 6 億 2,648 万円その他 + 484 万円
議案第１２号
後期高齢者医療特別会計 ( 第 1 次 )　民8　+ 1,258 万円 予備費 + 867 万円 1 億 4,561 万円その他 + 391 万円

令和５年度　１２月補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第１３号　
公共下水道事業特別会計（第１次 )　民88

収益的 収　入 + 3,254 万円 2 億 9,374 万円
支　出 + 806 万円 2 億 5,730 万円

資本的 支　出 + 85 万円 7 億 7,653 万円
議案第１４号　
水道事業会計（第１次）　民88

収益的
収　入 + 343 万円 2 億 5,233 万円
支　出 + 300 万円 2 億 1,023 万円

議案第１５号　
温泉温水供給事業会計（第３次）　温88

収益的 収　入 + 900 万円 4 億 9,166 万円
支　出 + 896 万円 4 億 3,520 万円

資本的 収　入 + 4,345 万円 5,994 万円
議案第１６号
千客万来事業会計（第２次）　総88

収益的 支　出 + 935 万円 1 億 8,583 万円
資本的 支　出 + 1,400 万円 10 億 6,636 万円
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12
月
定
例
議
会

委
員
会
審
査
・
報
告

議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

詳
細
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
９
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
】

　
　

町
道
管
理
事
業
に
お
け
る
修

繕
費
及
び
負
担
金
の
内
訳
は
？

　
　

も
み
じ
の
木
に
車
が
接
触

し
た
た
め
の
修
繕
費
と
認
識
し

や
す
く
す
る
た
め
の
電
飾
費
。

　
　

立
体
交
差
建
設
事
業
費
の

内
訳
は
？

　
　

木
の
伐
採
、
法
面
植
生
工
事

な
ど
い
わ
ゆ
る
追
加
工
事
、
及
び

そ
れ
に
付
随
す
る
交
通
誘
導
員

の
費
用
。

　
　

予
防
接
種
健
康
被
害
給
付

金
の
対
象
者
は
？

　
　

熱
・
し
び
れ
と
い
っ
た
４
件

の
申
請
、
医
者
の
判
断
に
よ
り
１

件
が
給
付
対
象
と
な
っ
た
。

　
　

く
ら
し
応
援
商
品
券
事
業

の
期
間
は
？

　
　

年
度
内
（
R
６
／
３
月
）
ま

で
の
実
施
を
考
慮
し
て
い
る
。
配

布
開
始
は
12
月
中
と
し
、
申
請
用

紙
は
世
帯
主
に
配
布
を
す
る
の

で
是
非
多
く
の
方
に
利
用
し
て

頂
き
た
い
。

　
　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
処

分
委
託
の
増
額
要
因
は
？

　
　

不
燃
ご
み
焼
却
残
渣
と
資

源
ご
み
の
増
加
に
よ
る
。
家
庭
ご

み
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
入
込
客
数
の
増
加
及
び
猛

暑
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

【
議
案
11
号　

介
護
保
険
補
正
予

算
】

　
　

保
険
給
付
額
の
増
額
理
由

は
？

　
　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
件

数
増
加
に
よ
る
も
の
。

【
議
案
14
号　

水
道
事
業
補
正
予

算
】

　
　

水
道
使
用
料
の
増
収
理
由

お
よ
び
漏
水
修
繕
費
の
増
額
理

由
は
？

　
　

観
光
客
増
加
に
伴
い
ホ
テ

ル
な
ど
大
口
契
約
者
の
使
用
料

が
増
収
。
修
繕
費
は
昨
年
度
の
計

画
断
水
を
き
っ
か
け
に
、
漏
水
の

修
繕
を
増
強
し
た
。
昔
か
ら
の
管

は
修
繕
計
画
に
の
せ
て
い
る
。

【
付
託
議
案
外
】

　
　

ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園
の
保
育

料
の
検
討
は
？

　
　

０
歳
児
か
ら
３
歳
未
満
児

の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
現

在
調
整
中
で
あ
り
、
Ｒ
６
年
度
よ

り
保
育
料
完
全
無
償
化
す
る
方

針
で
進
ん
で
い
る
。

【
議
案
２
号　

草
津
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
】

　
　

従
前
か
ら
手
当
月
数
は
人
事
院
勧
告
に
よ

っ
て
変
動
し
て
い
た
の
か
？　
　

　
　

従
来
は
人
事
院
勧
告
の
都
度
、
一
般
職
の

改
定
に
併
せ
て
議
員
を
含
む
手
当
月
数
を
条
例

改
正
で
変
動
さ
せ
て
い
た
が
、
平
成
13
年
か
ら

令
和
５
年
６
月
ま
で
の
間
、
手
当
の
35
％
を
削

減
す
る
「
付
則
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

期
間
は
条
例
改
正
は
行
わ
れ
ず
、
手
当
月
数
は

固
定
さ
れ
て
い
た
。

　
　

1.2
倍
の
「
加
算
」
に
つ
い
て
、
他
の
自
治

体
の
状
況
は
？

　
　

ど
の
自
治
体
も
同
様
に
、
1.2
倍
の
加
算
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

改
正
後
と
改
正
前
の
差
額
は
ど
う
な
る

か
？

　
　

議
員
職
の
報
酬
で
２
万
７
千
円
上
が
る
。

問

問

問

問

問

問問

問 問

問問

答答

答

答

答

答

答答

答

答答

議会運営委員会

民教土木常任委員会

湯本 晃久 委員長

湯本 晃久 委員 上坂 国由 委員長

上坂 国由 委員

有坂 太宏 副委員長

小林 純一 委員 直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員

安井 尚弘 委員

黒岩 　卓 委員

有坂 太宏 委員

市川 祥史 委員
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【
議
案
６
号　

草
津
町
千
客
万
来

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
】

　
　

ス
キ
ー
場
の
「
冬
季
診
療

所
」
の
削
除
と
の
事
だ
が
？

　
　

12
年
間
医
師
は
常
駐
し
て

い
な
い
た
め
。

　
　

ス
キ
ー
場
で
怪
我
人
が
出

た
と
き
、
応
急
処
置
を
し
て
い

る
と
思
っ
た
が
、
処
置
せ
ず
に

救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
す
る
の

か
？

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
応
急
処

置
を
し
て
救
急
搬
送
し
て
い
る
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
応
急
処

置
の
講
習
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
日
常
的

に
講
習
な
ど
、
鍛
錬
は
行
っ
て

い
る
。

【
議
案
７
号　

草
津
町
索
道
旅
客

運
送
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
】

　
　

リ
フ
ト
券
の
発
行
券
種
は
。

回
数
券
が
あ
っ
た
と
思
う
が
？

　
　

１
日
券
、
２
日
券
、
ナ
イ

タ
ー
券
、
キ
ッ
ズ
券
、
回
数
券
、

１
回
券
、
時
間
券
（
４
時
間
）

な
ど
が
あ
る
。

　
　

外
国
人
の
利
用
状
況
は
？

　
　

昨
年
は
レ
ジ
を
通
過
し
た

時
で
２
６
１
０
人
。

1.46
％
。

【
議
案
８
号　

町
営
ス
キ
ー
場
の

管
理
お
よ
び
利
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】

　
　

白
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
撤

去
状
況
は
？

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
国
は
３
年

間
猶
予
を
も
ら
っ
た
。
来
年
か

ら
国
道
292
号
線
よ
り
上
の
撤
去

を
行
う
予
定
。
山
頂
駅
に
は
地

震
計
な
ど
様
々
な
設
備
が
あ
る

の
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
議
案
９
号　

草
津
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
次
】

　
　

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
修
繕
状

況
は
？

　
　

カ
メ
ラ
に
よ
る
が
、
５
～

10
年
程
度
で
交
換
を
す
る
。

　
　

草
津
温
泉
感
謝
券
の
使
用

し
て
い
る
換
金
率
は
？

　
　

使
用
率
は
99
％
。

【
議
案
15
号　

草
津
町
温
泉
温
水

供
給
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
次
）】

　

収
益
的
収
入
は
、
温
水
使
用
料

で
実
績
に
伴
い
900
万
円
を
増
額

し
、
収
入
総
額
を
４
億
９
千
166
万

円
に
増
額
。
収
益
的
支
出
で
は
、

人
件
費
等
の
見
直
し
に
よ
る
増

減
の
他
、
瑠
璃
の
湯
改
修
工
事

で
900
万
円
、
産
業
廃
棄
物
処
理
費

と
温
泉
基
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

導
入
経
費
で
152
万
８
千
円
、
第
３

減
圧
槽
高
温
槽
タ
ン
ク
設
置
に
伴

う
進
入
路
の
立
木
竹
補
償
費
で

10
万
２
千
円
を
増
額
し
、
事
業
費

総
額
を
４
億
８
千
520
万
円
に
、
資

本
的
収
入
で
は
、
温
泉
給
湯
分
担

金
で
５
件
分
４
千
279
万
円
、
温
水

給
湯
分
担
金
で
４
件
分
66
万
円
を

増
額
し
、
収
入
総
額
を
５
千
994
万

円
に
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
の
、
瑠
璃
の
湯
改

修
工
事
増
額
の
内
容
や
、
補
償

費
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

当
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
当

委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と

お
り
承
認
。

【
付
託
議
案
外
】

【
草
津
温
泉
の
入
浴
方
法
に
つ
い

て
】

　

委
員
よ
り
「
草
津
温
泉
の
入

浴
方
法
」
に
つ
い
て
、
専
門
の

先
生
に
よ
る
入
浴
方
法
の
講
義
・

講
演
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
、
町
当
局
に
協

力
を
要
望
し
た
。

【
令
和
５
年
度 

草
津
町
・
草
津
町

議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
】

　

令
和
５
年
９
月
25
～
27
日
、
町

当
局
と
草
津
町
議
会
の
１
５
名
で

秋
田
県
及
び
山
形
県
へ
の
視
察
研

修
を
実
施
し
た
。
秋
田
県
・
湯
沢

市
の
地
熱
発
電
所
「
山
葵
沢
地
熱

発
電
所
」
を
視
察
、
発
電
の
仕
組

み
や
近
隣
温
泉
地
へ
の
影
響
等
の

説
明
を
受
け
た
。
宿
泊
は
「
銀
山

温
泉
・
昭
和
館
」、
和
風
旅
館
の

街
並
み
や
川
沿
い
の
ガ
ス
灯
等
を

見
学
。
最
上
峡
芭
蕉
ラ
イ
ン
下
り

で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
遊
覧
案
内
が

心
に
残
っ
た
。

　

湯
野
浜
温
泉
で
は
100
年
構
想
、

省
エ
ネ
事
業
等
、
温
泉
熱
を
活

用
し
た
湯
野
浜
温
泉
と
質
疑
応

答
、
集
中
給
湯
施
設
の
視
察
を

行
っ
た
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活

用
し
、
各
施
設
が
協
力
し
合
っ

て
、
集
中
給
湯
し
て
い
る
発
想

は
草
津
町
に
も
一
考
の
余
地
が

あ
る
と
感
じ
た
。

問問

問問問 問

問 問 答答

答答答 答

答 答

総務観光常任委員会

温泉温水対策
　　　　特別委員会

上坂 国由 委員

安齋 　努 委員

安井 尚弘 委員長

黒岩 　卓 委員長

安齋 　努 委員

直井 新吾 委員

黒岩 　卓 副委員長

市川 祥史 副委員長

宮﨑 謹一 委員

金丸 勝利 委員

直井 新吾 委員

安井 尚弘 委員
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議

案

第

9

号

議

案

第

５

号

議

案

第

20

号

議

案

第

16

号

上 坂 国 由 議 員

市 川 祥 史 議 員

金 丸 勝 利 議 員

小 林 純 一 議 員

Ｑ　

出
産
に
際
し
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
月
数
は
？

Ａ　

住
民
課
長

　

産
前
産
後
の
免
除
期
間
は
４
ヶ

月
間
、
多
胎
（
双
子
な
ど
）
妊
娠

は
６
ヶ
月
間
の
免
除
。

歳
入

（
寄
附
金
／
草
津
よ
い
と
こ

　
　
　
　
　
　

元
気
基
金
寄
附
金
）

Ｑ　

本
年
度
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
基
金
総
額
の
予
想
額
と
一

番
多
い
利
用
目
的
は
？

A　

観
光
課
長

　

４
月
〜
８
月
平
均
で
前
年
比
105

％
程
度
。
11
月
は
、
150
％
程
度
の

見
込
み
。

A　

町
長

　

令
和
４
年
度
が
７
億
６
千
万

円
、
そ
の
内
５
％
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

復
興
支
援
と
し
て
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
送
金
し
た
。
ま
た
、
国

の
制
度
改
正
に
よ
り
駆
け
込
み
の

需
要
が
増
え
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。
何
よ
り
町
民
経
済
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
進
め
て
い
る
事
に
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

一
番
多
い
利
用
目
的
は
、観
光
、

源
泉
保
護
、
町
長
一
任
の
順
に
多

く
７
割
以
上
に
な
る
。
後
に
色
々

な
事
業
に
充
て
た
い
。

歳
出

（
民
生
費
／

　
　
　
　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
）

Ｑ　

資
源
ゴ
ミ
に
対
す
る
収
入
は

あ
る
の
か
？

A　

生
活
環
境
課
長

　

売
却
収
入
は
な
い
。
業
者
に
は

委
託
料
の
中
で
そ
の
分
を
減
額
す

る
お
願
い
を
し
て
い
る
。

①
（
民
生
費
／
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

事
業
）

Ｑ　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内

容
は
？

A　

福
祉
課
長

　

12
月
１
日
現
在
で
草
津
町
に
住

民
票
が
あ
る
方
が
対
象
。
約
980
名

の
方
に
７
万
円
を
交
付
。
３
月
ま

で
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。

②
（
民
生
費
／
第
６
回
草
津
町
く

ら
し
応
援
商
品
券
事
業
）

Ｑ　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

A　

住
民
課
長

　

12
月
中
に
申
請
書
の
配
布
開
始

を
予
定
、
使
用
期
間
は
発
行
さ
れ

た
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
。

A　

町
長

　

今
回
で
６
回
目
。
国
か
ら
の
交
付

金
１
千
600
万
円
に
町
か
ら
４
千
600

万
円
を
足
し
て
事
業
を
行
う
。
町
民

の
皆
様
を
応
援
す
る
中
で
議
会
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
１
万
円
の
給

付
と
し
た
。
３
月
末
が
使
用
期
限
と

な
る
こ
と
は
ご
理
解
頂
き
た
い
。

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

Ｑ　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
設
計
委
託

の
内
容
と
計
画
は
？

A　

企
画
創
造
課
長

　

今
年
度
い
っ
ぱ
い
ま
で
基
本
設

計
を
行
い
、
そ
の
後
、
実
設
計
に

入
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

A　

町
長

　

草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
は
全
く
違

う
ス
キ
ー
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
新
た
な
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
構
築
の
基
本
設
計
料

を
計
上
さ
せ
て
頂
い
た
。
内
容
は
全

く
白
紙
の
状
態
だ
が
、
令
和
６
年
度

で
設
計
を
終
え
、
令
和
７
年
12
月
ま

で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

申
請
者
（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
草
津
）
の

運
営
方
法
は
？

A　

温
泉
課
長

　

自
社
で
運
営
す
る
事
に
な
っ
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
中
で
運

営
す
る
話
も
聞
い
て
い
る
の
で
、

き
ち
ん
と
し
た
手
続
き
を
取
り
な

が
ら
進
め
た
い
。

　

前
回
の
６
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
議
員
発
議
に
よ
る
改
正
が
賛

成
多
数
に
よ
り
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
６
月
定
例
に
お
い
て
、
私
は

改
正
に
反
対
い
た
し
ま
し
た
。
理

由
は
、
改
正
前
の
３
月
定
例
議
会

お
け
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
次
期
へ
の
申
し
送
り
事

項
と
し
て
い
た
1.2
倍
の
加
算
を
行

わ
な
い
と
い
う
事
項
が
発
議
に
反

映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
６
月
定
例
会
で
の
発
議
に
反

対
し
た
私
と
し
て
は
、
1.2
倍
加
算

の
条
項
が
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
今
回
の
議
案
に
対
し
て
賛
成

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
引

き
続
き
反
対
の
立
場
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
Ｒ
５　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
５
次
）】

【
草
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

【
Ｒ
５　

千
客
万
来
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）】

【
温
泉
引
用
許
可
】

【
議
案
第
２
号
反
対
討
論
】

湯
本
晃
久
議
員

湯
本
晃
久
議
員

有
坂
太
宏
議
員

議案質疑議案質疑
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井
　
新
吾

安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

上
坂
　
国
由

湯
本
　
晃
久

黒
岩
　
　
卓

宮
﨑
　
謹
一

条例の一部改正 【
注
】
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
議
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

条例の左横書き等の整備に伴う特別措置に関する条例の制定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 11 7 3 可 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例

11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
索道旅客運送条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営スキー場等の管理及び利用料条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度　草津町補正予算
一般会計補正予算 (第５次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉温水供給事業会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
工事請負契約事項の変更（温泉門建設工事） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約事項の変更（立体交差機会設備工事） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約事項の変更（中央通り整備工事） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可（仮称　ＲＳＶ草津 /万代源泉） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（アイビー草津寮） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用増量許可（湯畑泉水） 11 8 2 可 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○
吾妻環境施設組合の規約変更に関する協議 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
訴訟の提起 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告
【報告】第３セクター等の会社にかかる決算報告 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
【報告】温泉引用者名義書き換え 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 月定例会　審議議案　および　議案審議結果12 月定例会　審議議案　および　議案審議結果
上程議案・結果

可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

国民のいのちと健康
を守るため、医療・
介護施設への支援を
拡充しすべてのケア
労働者の賃上げや人
員増を求める陳情

看護師や介護職などの賃金水準が低いとし、診療報酬及び介護報酬の臨
時改定が行われましたが、診療所や訪問看護などは対象外とされました。
このような事から、「給与が上がらない医療・介護分野」から人材流出が
生じ、安心・安全で質の高い医療の推進、サービスの提供には、人材を
確保するために安定した経営や経済的援助の拡充が必要です。
以上のことから、地方自治法第９９条にもとづく国に対する意見書を決
議していただけるよう陳情いたします。

前橋市本町３- ９- １０
群馬県労働センター３階
群馬県医療労働組合連合会

中央執行委員長　出浦匠人

民教土木
常任委員会 不採択

年金制度における
外国人への脱退一
時金の是正を求め
る意見書の採択を
求める陳情

1、脱退一時金の運用において、日本人と外国人の被用者間で退職時の不公
平が生じている。
2、生活保護予備群を無尽蔵に生み出す制度運用であり、地方財政上の問題
がある。
3、７２万件もの外国人の年金制度脱退を裁定するも、国側はその動向を把
握していない。
4、厚生労働大臣が国会で答弁した今、調査および改善の要望を地方から挙
げて頂きたい。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書の採択を陳情する。

福岡県行橋市上稗田
１０９７－ 1

小坪慎也

民教土木
常任委員会 継続審査

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
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【
平
日
に
学
校
を
休
め
る
休
暇
制

度
の
創
設
を
】

Ｑ　

本
年
９
月
よ
り
大
分
県
別
府
市

に
て
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
、
平
日
に
家
族
と
市
外
に
旅
行
に

出
か
け
る
場
合
、
学
校
を
欠
席
扱
い

に
し
な
い
取
り
組
み
を
始
め
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
別
府
市
教
育
委
員

会
に
よ
れ
ば
、
旅
と
学
習
（
ス
タ
デ

ィ
ー
）
を
組
み
合
わ
せ
た
『
た
び
ス

タ
』
休
暇
と
名
付
け
、
保
護
者
の
申

請
に
よ
っ
て
１
年
に
３
日
以
内
の
日

数
を
校
外
活
動
と
し
て
「
出
席
停
止

等
」
と
同
じ
扱
い
に
す
る
と
の
こ

と
。
別
府
市
の
長
野
恭
紘
市
長
は

「
旅
は
教
育
的
観
点
か
ら
も
重
要
。

『
た
び
ス
タ
』
を
温
泉
地
で
あ
る
別

府
市
か
ら
発
信
す
る
こ
と
で
平
日
の

旅
行
が
一
般
化
す
れ
ば
、
観
光
需
要

の
平
準
化
、
質
の
高
い
休
暇
、
雇
用

の
安
定
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
旅

を
通
し
た
子
ど
も
の
成
長
に
も
寄
与

で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と
話
さ

れ
て
い
る
。

 　

草
津
町
も
別
府
市
と
同
じ
く
、

観
光
産
業
に
従
事
す
る
保
護
者
と
、

基
本
的
に
土
日
休
み
と
な
る
児
童
・

生
徒
と
の
間
で
休
み
が
合
わ
ず
、
宿

泊
を
伴
う
家
族
旅
行
が
叶
わ
な
い
状

況
が
永
年
続
い
て
い
る
。
子
育
て
経

験
の
あ
る
旅
館
経
営
者
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
「
需
要
は
あ
る
の
で
、
是
非
草

津
町
で
も
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。
草

津
小
・
草
津
中
学
校
で
も
導
入
が
可

能
か
、
ま
た
そ
の
お
考
え
が
あ
る

か
、
教
育
長
、
町
長
に
お
尋
ね
し
た

い
。

町
長　

私
か
ら
は
観
光
振
興
面
で

の
所
見
を
述
べ
る
。

　

別
府
市
で
の
制
度
は
、
同
じ
観

光
地
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
観
点
か
ら

は
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
需
要

の
促
進
を
期
待
さ
れ
た
政
策
で
あ

る
と
い
う
評
価
。
ま
た
報
道
に
よ
る

と
、
愛
知
県
で
も
今
年
か
ら
「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
」
と
い
う
同
様
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
模
様
。
現
在

当
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
観

光
施
策
に
よ
っ
て
、
年
間
入
込
客
数

は
過
去
最
大
値
と
な
る
見
込
み
で
、

国
内
旅
行
者
の
入
込
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
係
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
点
か
ら
も
、
保
護
者
の
方
々

を
含
め
た
町
内
の
観
光
従
事
者
の
皆

さ
ん
の
働
き
方
や
休
み
方
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
観
光
従
事
者
を
含
め
た
「
人
手
不

足
の
問
題
」
が
現
在
、
当
町
の
大
き

な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
今
回
の
提

案
は
、
こ
う
し
た
諸
課
題
の
解
消
に

も
寄
与
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
は
教
育
部

局
を
中
心
に
検
討
を
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　

端
的
に
言
っ
て
い
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
う
。
た
だ
し
、
私
の
一
存
で
決

定
で
き
る
事
項
で
は
な
い
。
法
律
が

絡
む
か
は
不
明
だ
が
、
諸
問
題
を
解

決
で
き
る
な
ら
ば
い
い
制
度
だ
と
私

は
思
う
。
別
府
市
長
は
日
本
の
温
泉

百
選
で
も
「
打
倒
草
津
町
」
と
言
っ

た
り
、
本
白
根
山
の
噴
火
時
に
は
、

「
別
府
行
く
よ
り
草
津
に
行
こ
う
」

と
い
う
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｐ
Ｒ
も
し

て
頂
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
親
近
感

を
覚
え
る
。
草
津
町
と
し
て
教
育
委

員
会
や
関
係
部
署
と
真
剣
に
検
討

し
、
結
論
を
つ
け
た
い
。

教
育
長　

現
在
当
町
で
は
、
児
童

生
徒
の
欠
席
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

保
護
者
か
ら
学
校
に
伝
え
て
頂
い
て

い
る
。
欠
席
理
由
は
本
人
の
体
調
不

良
や
家
庭
の
都
合
が
多
く
、
理
由
の

一
つ
と
し
て
家
族
旅
行
も
含
ま
れ
て

い
る
よ
う
だ
、
と
学
校
か
ら
は
伺
っ

て
い
る
。

　

家
族
旅
行
は
親
子
の
触
れ
合
い
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
上
で
も
大
変
有
意
的

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
旅
に
よ
り
他

地
域
の
風
土
・
風
物
な
ど
、
学
び
の

機
会
を
与
え
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
観
光
産
業
に
従
事
す
る
割
合
が

多
い
当
町
の
保
護
者
に
と
っ
て
土
日

に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
は
難
し

く
、
そ
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

　

家
族
旅
行
に
よ
る
出
席
停
止
扱
い

等
の
制
度
を
創
設
す
る
場
合
、
教
育

現
場
を
預
か
る
学
校
で
日
常
の
学
び

の
補
償
を
第
一
に
考
え
ざ
る
を
え
な

い
。
ま
た
、
中
に
は
経
済
的
に
取
得

が
困
難
な
家
庭
も
見
込
ま
れ
、
公
平

性
の
問
題
な
ど
の
課
題
も
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
の
で
、
法
例
上
の
問
題

を
含
め
、
関
係
す
る
各
教
育
機
関
に

相
談
し
た
上
で
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

小
中
学
校
で
の
「
た
び
ス
タ
」

休
暇
制
度
導
入
に
つ
い
て

湯
本
晃
久
議
員

▲大分県別府市「たびスタ」休暇
　リーフレット
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立
体
交
差
の
報
道
記
事
に
つ

い
て　

　

10
月
25
日
に
「
温
泉
門
・
立
体
交

差
・
温
泉
門
駐
車
場
」
竣
工
式
が

挙
行
さ
れ
、
同
日
午
後
よ
り
立
体
交

差
部
分
の
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

翌
26
日
の
上
毛
新
聞
に
、
式
典
の
報

道
が
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
立
体
交
差

事
業
に
お
い
て
14
億
円
」
と
の
記
載

が
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記
事
を
見
た

町
民
よ
り
多
数
の
声
を
こ
の
間
耳
に

し
た
。
私
は
、
議
員
に
な
っ
て
か
ら

の
４
年
間
の
予
算
書
や
決
算
書
に
て

計
算
を
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
数
値

に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
の
２
点
伺

う
。

①
町
長
が
構
想
を
持
ち
始
め
た
９
年

前
か
ら
の
温
泉
門
駐
車
場
事
業
も
含

め
た
事
業
総
額
か
。

②
支
出
に
お
い
て
、
一
般
会
計
、
ふ

る
さ
と
納
税
、
町
債
、
交
付
金
の
金

額
は
。

　

次
に
、
町
民
の
よ
り
階
段
付
近
に

設
置
し
た
機
械
室
に
て
、「
融
雪
の

際
に
ボ
イ
ラ
ー
利
用
し
、
灯
油
や

重
油
で
熱
源
を
確
保
し
て
い
る
の

か
。」
と
の
疑
問
が
あ
る
。
説
明
を

求
め
る
。

　

次
に
、
温
泉
門
駐
車
場
か
ら
、
階

段
を
下
り
ト
イ
レ
を
過
ぎ
た
所
が
タ

イ
ル
張
り
と
な
っ
て
い
る
。
11
月
20

日
頃
か
ら
、
早
朝
の
時
間
帯
に
お
け

る
凍
結
が
見
ら
れ
る
。
乳
母
車
を
押

し
て
い
た
女
性
が
滑
っ
て
し
ま
っ
た

事
例
も
発
生
し
た
。
幸
い
に
怪
我
を

は
無
か
っ
た
が
、
こ
の
部
分
は
融
雪

の
は
ず
で
。
融
雪
が
効
か
な
い
要
因

は
。

町
長　

新
聞
報
道
に
あ
る
事
業
費

14
億
円
の
内
訳
は
、
立
体
交
差
に
か

か
る
事
業
費
が
約
５
億
１
千
万
円
、

温
泉
門
整
備
の
事
業
費
が
約
２
億
８

千
400
万
円
、
駐
車
場
（
ト
イ
レ
の
整

備
を
含
む
）
約
２
億
８
千
500
万
円
。

中
央
通
り
整
備
、
２
億
８
千
800
万

円
、
紅
葉
公
園
整
備
約
１
億
２
千
万

円
、
土
地
取
得
費
、
既
存
建
物
解
体

費 

１
億
６
千
万
円
と
な
る
。
財
源

内
訳
は
、
国
補
助
金
が
約
５
億
200
万

円
、
地
方
交
付
税
７
千
万
円
、
草
津

よ
い
と
こ
元
気
基
金
か
ら
４
億
６
千

万
円
。
起
債
は
３
億
１
千
500
万
円
。

一
般
財
源
か
ら
約
１
億
３
千
800
万
円

と
な
る
。

　

温
泉
門
駐
車
場
ト
イ
レ
付
近
の
融

雪
に
つ
い
て
、
乳
母
車
を
押
し
て
い

た
利
用
者
が
滑
っ
て
転
倒
し
た
報
告

は
受
け
た
。
今
後
も
天
候
等
に
留
意

し
、
適
宜
、
塩
カ
ル
を
散
布
す
る
等

の
凍
結
防
止
対
策
を
講
じ
、
施
設
利

用
者
の
安
全
に
最
大
限
の
配
慮
を
す

る
。

　

立
体
交
差
機
械
室
は
、
室
内
で
２

系
統
に
分
割
し
て
お
り
、
１
系
統

は
温
泉
門
の
足
湯
に
万
代
鉱
温
泉
を

送
る
系
統
で
、
貯
湯
槽
や
圧
送
ポ
ン

プ
な
ど
の
機
械
類
で
構
成
。
１
系
統

は
、
立
体
交
差
の
車
道
及
び
歩
道
を

融
雪
す
る
た
め
に
循
環
水
を
送
る
系

統
。
２
系
統
と
も
プ
レ
ー
ト
式
の
熱

交
換
器
や
循
環
ポ
ン
プ
等
の
機
械
類

で
構
成
。
温
泉
や
温
水
と
草
津
町
の

宝
で
あ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
、
灯
油
や
重
油
は
使
用
し
て
い

な
い
。

Ｑ
2　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

　

町
民
の
方
よ
り
「
草
津
町
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
無
い
。」

「
高
齢
に
な
っ
た
の
で
、
庭
木
の
剪

定
や
、
雪
か
き
が
辛
く
な
っ
た
の
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば

お
願
い
し
た
い
。」
等
の
意
見
が
あ

る
。
２
０
１
５
年(

平
成
27
年)

に

は
陳
情
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
対
応

は
。

　

ま
た
、
先
日
テ
レ
ビ
報
道
で
、
あ

る
地
域
で
高
齢
者
に
対
す
る
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
あ
る
事
業
者
が
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
話
相
手
を
す
る
、
庭
木
の

剪
定
を
行
う
等
が
紹
介
さ
れ
た
。
今

後
こ
の
様
な
事
業
者
が
草
津
町
で
事

業
を
行
い
た
い
と
申
請
し
て
き
た
と

き
、
町
と
し
て
協
力
体
制
を
と
る
事

が
出
来
る
か
伺
う
。　

町
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
、
平
成
27
年
、
12
月
定
例

議
会
に
お
い
て
「
審
議
未
了
」
そ
の

後
議
会
に
お
け
る
具
体
的
な
協
議
は

さ
れ
て
い
な
い
。
吾
妻
郡
内
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
用
調
査
に
よ

る
と
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
運
営
側

の
人
材
不
足
が
問
題
。
必
要
性
が
薄

ら
い
で
い
る
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
草
津
町
の
特
徴
を
活
か
し
た
働

き
場
所
や
活
動
の
場
を
提
供
し
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
進
め

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
草
津
町

に
お
け
る
最
適
な
方
法
、
あ
る
い
は

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

・
立
体
交
差
事
業
の
報
道
記
事
に
つ
い
て

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

有
坂
太
宏
議
員

▲温泉門駐車場前トイレ
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Ｑ　

ホ
テ
ル
櫻
井
前
信
号
と
大
型
バ

ス
発
着
地
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
、
温
泉
門
立
体
交
差
が

完
成
し
、
車
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
新
た
な
人
の
流
れ
も
生
ま
れ

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
さ

れ
た
黒
岩
町
長
は
じ
め
、
関
係
各
位

に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
と
の
連
休
時

に
も
見
ら
れ
た
様
に
ホ
テ
ル
櫻
井
さ

ん
前
信
号
に
よ
る
町
内
渋
滞
は
相
変

わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
件
で
町
民
の

皆
様
よ
り
様
々
な
考
え
を
寄
せ
て
頂

い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
大
型
バ
ス
発

着
地
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。
現

在
草
津
温
泉
発
着
の
定
期
バ
ス
は
在

来
線
、
高
速
線
共
に
ホ
テ
ル
櫻
井
さ

ん
前
信
号
を
通
過
し
て
い
る
。
調
べ

た
と
こ
ろ
、
毎
日
平
均
百
台
以
上
に

昇
り
、
今
後
も
便
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　

成
田
空
港
は
海
外
か
ら
の
訪
問
客

急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
対
応
す
る
為
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
造
ら
れ
た
。
草
津
町
も

同
じ
様
な
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
り
、

新
た
な
用
地
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

今
は
ス
マ
ホ
で
座
席
を
予
約
し
、
バ

ス
乗
車
時
に
手
続
き
完
了
、
と
な
る

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
時
代
が
到
来
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
前
信
号
通
過
の
必
要
の

な
い
所
、
例
え
ば
、
道
の
駅
や
新
設

の
温
泉
門
前
駐
車
場
周
辺
に
バ
ス
の

発
着
地
を
設
け
る
こ
と
は
信
号
前
の

渋
滞
軽
減
に
な
り
、
自
動
車
、
バ
ス

共
当
町
へ
の
出
入
り
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
考
え
る
。
渋
滞
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
は
来
町
頂
い
て
い

る
訪
問
客
が
多
い
か
ら
、
と
も
言

え
、
観
光
を
主
な
産
業
と
す
る
当
町

と
し
て
は
う
れ
し
い
悩
み
で
も
あ
る

が
、
町
の
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

町
長　

ま
ず
、「
ホ
テ
ル
櫻
井
前
信

号
」
に
つ
い
て
。
天
狗
山
方
面
か

ら
の
右
折
車
線
新
設
案
が
以
前
よ
り

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
用
地
確
保
の

困
難
な
状
態
。
引
き
続
き
道
路
管
理

者
で
あ
る
中
之
条
土
木
事
務
所
、
関

係
機
関
に
町
と
し
て
改
善
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。
こ
の
事
を
ふ
ま
え
、

私
と
し
て
は
解
決
案
を
試
案
し
た
結

果
、あ
の
信
号
機
に
「
人
口
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
に
よ
る
制
御
が
有
効
」
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
に
は
カ
メ
ラ
や
車

両
検
知
器
等
を
用
い
て
、
人
口
知
能

に
よ
り
信
号
の
青
赤
点
灯
時
間
を
制

御
し
、
渋
滞
路
線
を
優
先
的
に
通
過

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
大
津

の
信
号
が
類
似
の
信
号
と
警
察
当
局

よ
り
聞
い
て
お
り
、
道
路
状
況
に
よ

り
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

次
に
「
大
型
バ
ス
の
発
着
地
に
関

す
る
質
問
」
に
つ
い
て
。
お
蔭
様
で

現
在
、
草
津
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
お
い
て
は
９
つ
の
事
業
所
、
10
系

統
の
定
期
バ
ス
及
び
高
速
バ
ス
の
運

行
が
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な

っ
た
現
在
は
観
光
バ
ス
の
路
線
が
増

え
、
ま
た
利
用
客
数
に
お
い
て
も
右

肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

様
な
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
見
る
と
、
安
齋
議
員
の
ご

心
配
の
と
お
り
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

機
能
低
下
や
不
足
が
感
じ
ら
れ
る
の

も
事
実
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開

す
る
為
、
ま
ず
令
和
６
年
度
に
は
乗

降
所
の
改
修
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
等
、
導
線
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

な
お
、
議
員
の
提
案
す
る
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
有
す
る
発
着
地
の

増
設
に
つ
い
て
は
費
用
捻
出
や
許
可

等
の
問
題
な
ど
、
都
市
計
画
の
変
更

を
含
め
、
大
掛
か
り
な
事
業
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
事
項
と
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

　

立
体
交
差
が
完
成
し
、
渋
滞
問
題

の
１
つ
が
解
決
で
き
た
。
１
つ
が

解
決
す
る
と
ま
た
次
の
課
題
が
出
て

く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
完
成
」

と
い
う
の
は
無
い
。
常
に
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
対
し
て
進
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
私

の
考
え
方
で
あ
り
、
ご
理
解
頂
き
た

い
。

ホ
テ
ル
櫻
井
前
信
号
と

こ
れ
か
ら
の
大
型
バ
ス
発
着
地
に
つ
い
て

安
齋　

努
議
員

ホテル櫻井前の  ▶
草津交差点の信号

◀チェックアウトタイムには
天狗山まで観光客の車が連なることも。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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令
和
５
年
度
補
正
予
算

協

定

の

変

更

路

線

変

更

指

定

○
議
案
第
１
号　

総8 

8

・

8
民8

8

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

次
）

【補
正
額
】１
千
500
万
円

【総
額
】56
億
７
千
102
万
２
千
円

【主
な
内
容
（
歳
出
）
】

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　

      　

 　

＋
350
万
円

・
駐
車
場
公
園
施
設
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

 

＋
306
万
６
千
円

・
都
市
計
画
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

 
＋
203
万
５
千
円

○
議
案
第
２
・
３
号　

総8 
88

指
定
管
理
者
の
指
定

【施
設
の
名
称
】

温
泉
門
広
場
等
施
設

温
泉
門
駐
車
場
等
施
設

【指
定
す
る
団
体
】

株
式
会
社
草
津
観
光
公
社

【指
定
の
期
間
】

令
和
５
年
10
月
19
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で

○
議
案
第
４
号　

民8 

8

工
事
請
負
契
約
に
係
る
協
定
事

項
の
変
更

　

本
町
入
口
交
差
点
（
仮
称
）

の
町
道
整
備
に
関
す
る
令
和
４

年
度
工
事
に
係
る
協
定

【金
額
】

(

変
更
前)

１
億
４
千
260
万
５
千
円

(

変
更
後)

１
億
５
千
399
万
３
千
円

【相
手
方
】

群
馬
県
知
事　

山
本
一
太

【協
定
の
方
法
】

随
意
契
約　

内
容
変
更
に
伴
う

協
定
の
変
更

○
議
案
第
５
号　

民8 

88

町
道
の
路
線
変
更

　

町
道
草
津
温
泉
門
（
立
体
交

差
）
の
整
備
完
了
に
伴
い
、
歩
道

の
路
線
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

議案はそれぞれの担当委員会で詳細な審議が
行われた後、本会議で議決されました。

総8 … 888総務観光常任委員会8
民 … 8888 民教土木常任委員会　

温8 8… 88温泉温水対策特別委員会

臨時会臨時会（10月18日開催）（10月18日開催）

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます
議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合われている内容を、インター
ネットを通しご自宅でご覧いただけます。

会議録内容をインターネットで見られます会議録内容をインターネットで見られます会議録内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから「草津町議会」→「草津町議会会議録」
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これからも住み続けたい魅力ある町に するために届け、ぼく・わたしの声

中
学
生
か
ら
の
提
言

　

令
和
５
年
12
月
12
日
を
予
定
し
て
い
た
中
学
生
議
会
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
学
校
閉
鎖
の
た
め
、
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
に
向
け
て
、
中
学
生
の
視
点
か
ら
様
々
な
意
見
を
準
備
し

て
く
れ
ま
し
た
の
で
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

3 年
A 組

　

草
津
町
は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
の
長
野
原
草
津

口
ゆ
き
バ
ス
を
使
わ
な
い
と
通
学
が
難
し
く
多

く
の
学
生
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
子
供
360
円
、

大
人
710
円
で
毎
日
通
う
学
生
に
は
少
し
運
賃
が

高
い
と
感
じ
ま
す
。
学
生
向
け
に
バ
ス
運
賃
を

補
助
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
草
津
小
・

中
学
校
に
は
遠
距
離
通
学
費
補
助
制
度
が
あ
り
、

申
請
す
れ
ば
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
高
校
生

に
も
そ
の
制
度
を
適
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 　

町
内
放
送
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
緊
急
の
放
送
も

あ
る
た
め
災
害
の
と
き
な
ど
避
難
が

遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

対
策
な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
草
津
町
は
、
外
国
か
ら
来

た
方
も
多
い
の
で
町

内
放
送
を
日
本
語
と

英
語
で
放
送
し
て
み

る
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
質
問
の
き
っ
か
け
は
主
に
２
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
、
公
園
の
遊
具
の
減
少
で
す
。

石
村
美
桜
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、
区

民
館
前
の
遊
具
が
減
り
子
供
達
が
駐
車
場
や
道

路
で
遊
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
２
つ
目
は
外
で

遊
ぶ
子
供
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
今
、
私
た
ち
は
家
で
遊
ん
で
い
る
人
が

多
い
で
す
。
改
善
す
る
為
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
運
動
場
な
ど
に
し
た
ら
良
い
と
思
う
の
で
す

が
、
そ
う
い
う
案
は
あ
り
ま
す
か
。

【質問のテーマ】

一、学校生活の事について

二、暮らしの中で思う事について

三、その他

3 年
A 組バスの運賃

町内放送の
有効活用

中学校テニスコート
の有効活用

　

学
校
や
図
書
館
の
気
温
は
問
題
な
い
で
す

が
、
体
感
温
度
は
と
て
も
暑
く
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
扇
風
機
の
音
が
気
に
な
り
授
業
に
集
中
で

き
な
い
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン

が
つ
い
た
ら
私
達
は
よ
り
授
業
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
は
夏
だ
け
で
な
く

冬
も
活
用
で
き
ま
す
。
今
は
温
泉
を
利
用

し
て
暖
房
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
一
時

期
温
泉
を
止
め
た
こ
と
を
考
え
る
と
エ

ア
コ
ン
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

灯
油
ス
ト
ー
ブ
だ
と
周
り
に
人
が
集
ま

る
こ
と
が
多
く
危
険
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
エ
ア

コ
ン
を
つ
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

湯
畑
は
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
の

標
識
が
多
く
、

初
め
て
来
た
観
光
客
で
も
迷

わ
ず
行
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
西
殿
塚
や
東

殿
塚
は
、
標
識
が
少
な
く
標

識
の
間
隔
が
広
い
こ
と
も
あ

り
、
迷
っ
て
い
る
観
光
客
に

声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
町

全
体
に
標
識
を
増
や
し
、
間

隔
を
狭
く
す
る
こ
と
と
標
識

が
少
な
い
地
域
に
も
設
置
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

エアコンの設置

小竹 泰人鈴木 智也石村 美桜辰己 詠音 尾崎 暖村田 彩夏

山本 真悠

割田 蒼介

髙原 凜之介

齋藤 陽茉里

渡会 清乃介政次 永愛

米 浩孝板垣 聖山本 真緒

3 年
B 組
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これからも住み続けたい魅力ある町に するために届け、ぼく・わたしの声

3 年
B 組

　

湯
畑
は
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
の

標
識
が
多
く
、

初
め
て
来
た
観
光
客
で
も
迷

わ
ず
行
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
西
殿
塚
や
東

殿
塚
は
、
標
識
が
少
な
く
標

識
の
間
隔
が
広
い
こ
と
も
あ

り
、
迷
っ
て
い
る
観
光
客
に

声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
町

全
体
に
標
識
を
増
や
し
、
間

隔
を
狭
く
す
る
こ
と
と
標
識

が
少
な
い
地
域
に
も
設
置
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

理
由
は
、
部
活
動
な
ど
で
帰
り
が
遅
く
な
る
場

合
に
危
な
い
場
所
が
多
く
あ
り
、
困
っ
て
い
る
生

徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
か
ら
で
す
。
草
津
町
の
街

灯
を
設
置
す
る
基
準
に
は
、
生
徒
が
暗
い
と
感
じ

て
い
る
南
本
町
や
、
立
町
が
基
準
に
は
該
当
し
な

い
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
う
場
合
に
は
ど
う
い
う
対

策
を
し
て
く
だ
さ
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
町
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。
理
由
は
道
ば
た
の
ゴ
ミ
の
量
が
減
少
す
る
か
ら

で
す
。
い
つ
も
通
る
道
で
は
食
べ
物
の
ク
シ
や
袋
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
対
策
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。
提
案
し
た
い
の
は
ｌ
ｏ
ｔ
ス

マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
「
Ｓ
ｍ
ａ
Ｇ
Ｏ
」
で
す
。
ス
マ
ー

ト
ゴ
ミ
箱
は
自
動
で
ゴ
ミ
が
圧
縮
さ
れ
通
常
の

５
倍
た
め
ら
れ
る
の
で
回
収
す
る
頻
度
も
少
な

く
て
す
み
ま
す
。
さ
ら
に
悪
天
候
で

も
２
～
３
週
間
運
用
可
能
で
便
利
だ

と
思
う
の
で
こ
の
案
を
提
案
し
ま
す
。

　

濡
れ
て
い
る
床
を
拭
い
た
り
、

雨
漏
り
す
る
と
こ
ろ
に
ぞ
う
き
ん

や
バ
ケ
ツ
を
置
く
作
業
が
多
く
あ

り
、
部
活
動
や
授
業
の
開
始
が
お

く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
活
動

の
間
に
も
拭
い
た
り
す
る
の
で
大

変
で
す
し
、
終
了
時
間
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
時
間
を
の
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
水
が
と

び
ち
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

歩
い
て
転
ん
だ
人
も
い
ま

し
た
。
危
険
な
の
で
改
善

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

放
課
後
に
自
習
可
能
な
場
所
が
な
い
た
め
、
家
で
勉

強
が
は
か
ど
ら
な
い
子
や
親
の
店
に
帰
る
子
な
ど
は
勉

強
が
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
２
つ
提
案
し

ま
す
。
ま
ず
、
草
津
町
温
泉
図
書
館
の
開
館
時
間
の
延

長
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
次
に
公
民
館
の

開
放
で
す
。
Ｈ
Ｐ
に
午
後
９
時
ま
で
開
館

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
放
課
後
も
利
用

で
き
る
自
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

登
下
校
な
ど
で
多
く
の
学
生
が
利
用
し
て
い
る
た
め

整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
危
険
で
す
。
現
状
と
し
て
、
階

段
は
木
が
腐
っ
て
割
れ
て
い
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
ひ
び
割
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
整
地

が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
冬
季
に
は
階
段
や
道
が
凍
っ
て
し
ま
い

滑
っ
て
転
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
階

段
・
道
の
修
繕
に
加
え
て
融
雪
の
設
備
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

町の標識

3 年
B 組

街灯をもっと
設置してほしい

学校横の階段
道の修繕

学校や総合体育館の雨漏り

を改善する予定は？

勉強できる
場所がほしい

ゴミ箱の設置

関 真央岩﨑 陽太

渡邉 結佐藤 美葵

青木 颯汰荻田 徳正

黒岩 那由多大場 心春片野 葉月

雨宮 廉小林 陽輔

山口 夏輝菅間 よつ葉

中村 心美山口 真侑
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○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関は実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。
（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長

　

今
、
都
会
で
は
公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
り
、
買
っ
た
も
の
を
食
べ
た
り
、
写

真
を
撮
っ
た
り
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
き
れ
い
に
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
で
観
光
客
も
公
園
に
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
元
の
人
に

対
し
て
は
、
も
っ
と
行
き
や
す
く
な
り
手
軽
に
運
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま　

す
。
そ
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
で
、
小
・
中
学
生
に
と
っ
て
よ
り

楽
し
い
公
園
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
群
馬
県
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
あ
る
公
園

が
３
つ
し
か
な
い
そ
う
で
す
。
草
津
町
に
作
る
こ
と
で
バ
ス
ケ
好
き
の
若
い
人
が
観

光
つ
い
で
に
来
る
よ
う
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
草
津
町
な
ら
頌
徳
公
園
や
白

根
神
社
公
園
を
工
夫
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
地
図
が
日
本
語
ホ
テ
ル
名
な
ど
の
下
に
ロ
ー
マ
字
で
書

い
て
ま
す
が
、
少
し
小
さ
く
感
じ
ま
す
。
日
本
語
と
ロ
ー
マ
字
を
ど
ち
ら
も
も
う
少

し
大
き
く
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　

ま
た
、
地
図
を
大
き
い
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
中
に
い
れ
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
だ
っ
た
ら
拡
大
・
縮
小
は
も
ち
ろ
ん
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
ス

マ
ホ
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
言
語
で
翻
訳
し
て
き
り
か
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
向
け
の
地
図
と
し
て
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
情
報
技
術
を
使
っ
た
政
策
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

桑原 那奈舘山 コハル

花岡 亨志朗ｵﾃﾙｶﾞﾏｰｶﾞﾚｯﾄ
ｱﾘｿﾝ

中島 憂太戸部 琉輝

公園の整備外国人観光客向けの地図

3 年
A 組
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議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
員
活
動
報
告

議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
？

議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
？

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん
が
よ
く

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん
が
よ
く

知
っ
て
い
る
本
会
議
や
委
員
会
に
出
席

知
っ
て
い
る
本
会
議
や
委
員
会
に
出
席

す
る
な
ど
の
「
議
会
活
動
」
と
、「
議

す
る
な
ど
の
「
議
会
活
動
」
と
、「
議

員
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

員
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け
る
調

「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け
る
調

査
研
究
活
動
や
住
民
意
思
の
把
握
な

査
研
究
活
動
や
住
民
意
思
の
把
握
な

ど
、
議
会
活
動
を
支
え
る
た
め
の
活
動

ど
、
議
会
活
動
を
支
え
る
た
め
の
活
動

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民

福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま

福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
議
員
に
は
一
般
的
な
休
暇
制
度
は

す
。
議
員
に
は
一
般
的
な
休
暇
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会
後
か
ら

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会
後
か
ら

1212
月
定
例
議
会
の
間
の
議
員
活
動
の
一

月
定
例
議
会
の
間
の
議
員
活
動
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
？

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん
が
よ
く

知
っ
て
い
る
本
会
議
や
委
員
会
に
出
席

す
る
な
ど
の
「
議
会
活
動
」
と
、「
議

員
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け
る
調

査
研
究
活
動
や
住
民
意
思
の
把
握
な

ど
、
議
会
活
動
を
支
え
る
た
め
の
活
動

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民

福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
議
員
に
は
一
般
的
な
休
暇
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会
後
か
ら

12
月
定
例
議
会
の
間
の
議
員
活
動
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

10 月 25 日
立体交差・温泉門
温泉門駐車場竣工式

11 月 2 日
町村議会議員研修会

9 月 19 日　合同入社式「来草歓迎式」

10 月 26 日　草津町消防団秋季点検

11 月 16 日　秋季道路愛護デー

11 月 21 日　広報研修会

町の新しいシンボル立体交差
( 温泉門 ) が完成しました。

観光客にも足湯が好評です！
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安 齋 努 議 員

議員が順番に

日頃感じていることなど

自由に書く「忙中感記」。

今回は安齋努議員です。

ジョギングのすすめ　
　　去る令和５年１１月３日、恒例のぐんまマラソン
が前橋市で催され、10Ｋｍの部に参加させて頂き
ました。若かりし頃、カンタスメルボルンマラソン
事務局長を仰せつかって以来、マラソン大会にはま
ってしまい、いろいろな大会に参加させて頂いてい
ます。（とはいえ、タイムを競う様なエリートラン
ナーなどではなく、ゴールすることのみを目標とす
る鈍足ランナーです。）物の本によるとジョギング
の効果として、1.ダイエット効果　2.風邪などひき
にくくなる免疫効果　3.睡眠の質が向上する効果　
4.便秘やストレス解消効果　などがあるそうです。
草津など高地でのジョギングは高低差や低酸素の
為、苦しいイメージがありますが、前橋や東京での
それはさほどでもありません。ぐんまマラソンなど
大きな大会ではタイムを気にすることもなく、最初
からウォーキングしている人、仮装して目立つこと
だけが目標の人など、回りを楽しみながら、健康づ
くりができます。必要な物はシューズ位で、マイペ
ースで手軽なエクササイズ。是非皆様、始めてみま
せんか。運動後の食事やビールもより美味しく頂け
ますヨ。おかわりー！カンパーイ！（←ダイエット
効果完全消滅。（泣））

◆広報委員会／委員長　直井新吾・副委員長　有坂太宏・委員　小林純一　市川祥史
◆発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191 15

　明けましておめでとうございます。
新年を迎えた喜びも束の間、元旦に能登半島地震が発生し、翌２日に羽田空
港で日航旅客機と災害地へ向かう海上保安庁機の衝突事故が発生し、多難な
年明けとなりました。地震と火山噴火の予知は難しく、一方羽田空港の事故
はヒューマンエラーが複合して起きたと報じられています。草津町は災害の
少ない地域ですが、一昨年９月突然発生した万代鉱源泉の減少は草津町の災
害です。一年にわたり黒岩町長指揮の下、町内の土木、管工事業の皆様の懸
命な修復作業で復旧し新年を迎える事ができました。
　大きな災害の無い今日こそ将来を見据えて安心、安全な町造りが求められ
ます。数年前議会研修で訪れた城崎温泉は過去の大火災の教訓として温泉街
の７か所の共同浴場を不燃化し距離をおいて配置し万が一の火災の延焼防止
に備えております。
　昨年の議会研修で訪れた山形県湯野浜温泉では、毎分 2 , 000L ～ 3 , 000L
の源泉の内、未利用源泉 ( 低温源泉 ) を環境省の「二酸化炭素排出抑制事業
費等補助金」を利用しヒートポンプで水道水を加温して温泉街へ供給する省
エネ事業を実施し、持続可能な循環型社会を目標に「湯野浜 100 年構想」の
基「エコなまちづくり」を進めております。
　今日まで発展してきた草津町を、町を取り巻くあらゆる資源 ( 自然、気候、
交通、人、文化、etc.) を活用し、令和６年を町民合意で更なる発展を議会で
も取り組む一歩と考えております。本年も宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　草津町議会議長

町民合意で更なる発展の年に町民合意で更なる発展の年に町民合意で更なる発展の年に


